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方が多い。もっとそういう人からの質問も聞いてほしい」との声も出、結局それらの住民の皆さんの声により、一般の参加者にも質問の権利が与えられました。


そもそもこの説明会について事前に知らされていたのは２２０世帯の周辺住民のみです。このような運営方法自体問題があるでしょう。特に不満が大きかったのは、私たちの感覚では布佐地区で関係があると思われるのに今回の県の説明会では「対象外」とされている地域の皆さんです。自宅の二階バルコニーから処理場のテントが見えるのに「対象外」だとされて、憤慨している若いお父さんの話も耳にしました。





○住民の皆さんの声を聞くつもりがない！？





県職員の説明では、処分場から１００m離れれば実際の人体への被害はほとんどないと言い切り、農作物への被害もないと言うのでした。


しかし、住民の方々からは「友人が何人も転居した。夏に帰省する子どもや孫も、我孫子には来ないのでこちらから行くしかない。これは、物品への風評被害ではないが、孫が来なくなるのは大被害だ。」と



































的につら　　　　　　　　　　　　　　　　い」という訴えや、「放射能の影響で、柏市辺りでも戸建てやマンションの資産価値が下がっている。畜農産物の風評ばかりでなく、放射








結局、どういう質問をしても副知事の答えは「住民のご理解を得て進めて参ります」。これを繰り返すだけでは住民の声を十分に聞いているとは到底言えないでしょう。








○大事なことは副知事まかせなら、知事はいらない


海津にいなは、千葉県庁の資源循環課に行き、手賀沼浄化への30年超の努力、観光のイメージアップの影響などを説明して、県内で一時保管の場所をどの程度探したのか問いただし、液状化被害被災地でもある我孫子の現状を訴えてきました。どうも、森田知事はこの問題を副知事に任せっぱなしです。我孫子でこの問題が大きな議論を巻き起こしている間もドイツ視察（5/30-6/6）でしたし、放射能除染指定市となった住民の生活を見て回ることもなく、こうした説明会を一方的に開き、その一回の説明会で手賀沼終末処理場に各市の高濃度汚染灰の一時保管所として決定したとしています。何処かで、処理しなければならないとしても、限られた住民のみへの説明をして、他は傍聴のような説明対応はとても容認出来ません。


千葉県はこれまでも、我孫子市議会が説明会を受入れないとして住民説明会を先に開催してしまうなど、市の考えを無視してきました。今回も「お願いします」の一点張りで、再度説明会を開催するかどうかについてはっきりしたことも述べないまま。副知事も「丁寧に説明して住民のご理解を得るようにと知事に言われた」と最後まで繰り返し、今後の展望については触れませんでした。


今回の説明会の質疑で「知事が来て再度説明会を開催するべき」という意見


が出ましたが、まさにその通りだと思います。私はこの問題についての千葉県


の態度に大きな不信感を持っています。より住民の意見を大事にした説明・説


得があってこそ、このような難しい問題に対処していけるのではないでしょう


か。





行政も今のところ有効な対応を講ずることはできておらず、低濃度の放射線で既に被ばくした分については、簡単に軽減、除染できるものではありません。





専門家の中でも意見が分かれている低濃度放射線による被ばくの影響ですが、少なくとも現時点で出来る対処としては、自らの健康状態を健診して漠然とした不安ではなく基礎データとして残すことです。この問題は今後どのように展開していくかまだまだ先行きは不透明です。しかし、データを残すことで国、東電に対して、受けた被害の費用請求などの証拠にもなるでしょう。





データを残せば、経年数値がどのように変化していくかなど、これまで「わからない」とされていた分野を明らかにする一助となるかもしれません。利用してみてはいかがでしょうか。





手賀の杜クリニック


柏市岩井789番地6


　TEL/04-7196-7102　　URL/http://www.tegamori-cl.com/isishoukai.html/





※検査は土曜日のみ。事前に連絡するとスムーズな診療ができますのでお問合せください。








東葛地区一帯が「ホットスポット」と呼ばれるようになってから一年以上立ちます。地域の皆様方は、大きな不安を抱えて暮らしていらっしゃるのではないでしょうか。





そのような不安を少しでも軽減するためには実際に検査を行うのが一番です。近隣市のクリニックでも、放射線の影響を受けやすいとされる甲状腺機能、甲状腺超音波検査をしてくれる所があります。





低濃度被爆も、基礎データに残しましょう。


♢○手賀の杜クリニック♢○





トピック２





トピック３





脱原発を訴えるデモが経済産業省や官邸前　


で継続されています。





脱原発を訴えて経産省前で若者のリレーハンストが行われたり、官邸前など各地で、デモが行われています。その参加者の多くは普通の市民です。官邸前の毎週金曜日夕方のデモは当初300人程度の集りでしたが、回を重ねるごとに参加者が増えて、代々木公園集会は10万人を超えました。





こんなにも大きな運動ですが、その様子を知るにはPC動画サイトの投稿に頼るしかなく、NHK、大手マスコミの報道は少ないのです。こうしたマスコミの報道姿勢は疑問です。市民の声をしっかりと伝えていかなければならないしょう。








